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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．序

　ギヤ・シェーバーではピニオン・カッターを用いて歯車を切飼するのが本来の使命であ

為。しかし特殊の輪享防：有するカッターを用v・，カッターと素材との角遽比を適当にすれ

ば板カム等が切られる～二とはColvinとStanleyの共糖書’（1）惹こ記されている。上の馨書

には」：ε三角の各頂点を円弧で結んだ形のカッタ～（以後円弧三角形と名付けておく）で内

側四角形が作れ，ることが示され，ている。又堀内氏の発表（2ノによれば各頂点をi・｝コ心とする円

弧で作った円弧三角形をカッターとして用いると内側正六角形が得ら才τることが証明され

てV・る。

　本論：交は円弧三角形のカッターを用いて内測多角形を作る方法を取扱V、，引続いて円弧

四角形のカンターによっても嗣じく内側多角形が得られることにも汲んでいる。なおこれ

は機械学会講演会（25年8メ豹に発表し允ものσ）一高であることを断っておく。

　　　　　　2。、円弧三角形のカヅタ陣による内側多角形の切削

　ギヤ・シェーバーで素材とカッターの1小皆：方向を同一にし直線匁のカッターで切霞l！する

時作られる曲線を求めて見る。この婚合素材の園転がカッターよ夢勢いものとすると第1

図に於て両者のビ。チ円1ま夫々0，，02を中心とするPユ円，P，円となる。図はPd醤飯野

．素材を灘止させ，これに対してカッター帥ちP2円を1紙がした鉛直線カッターSが曲線丁を1

切濡することを示す。切削される曲線丁は次式で示される。　　　　　　’
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逆に（1）式で示される曲線Tをカッターとして上と同じ蓮動を行えば薩線Sが切創される

わけである。
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これは第2図のように03を中心とし（3）式で示すρを傘径とする円弧に略ζ一致する。
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こ鼠でπを作らんとする多角形の辺数にとり（3）式から得られる判弧三角形のカッターを

馳一÷の触毛で燗す繍欄．移解醐来る・猿の伽睡・の辮

は轟六角形で籾・これは序論で述べたところである。他鰐翻上差支えなV・程度の近似

多角形である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫
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　　　　　3．円弧四角形のカッタ岡による内側多角形の切削　’

　円弧四角形とV・うのは正方形の各頂点を円弧で結んだ形を指すことにする。

式（・）に於てレ灸一÷…融・・劣と紺ば
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が得られる。これは第3図セ（：示すように中心が03で虚説が
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　なる円弧に略ζ一致する。従って上式によって作られる円弧四角形のか・ターを用い，

錘憾…の角速比で切創すれば内側π多角形が得られる。次表の例の中ノ加8の場合は正

八角形で，他は逝1似多角形である。
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